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Q1当日の授業で子どもたちが自らの「夢」を明確にできたと思われます

か？ 

 

＊どちらでもないの声 

  授業中に夢を描けない生徒がいたから。 

  夢は無いと言っている生徒がいたから。 

 

Ｑ２「いいえ」と答えた方はその理由をお聞かせください。 

 「いいえ」と答えた方なし 

Q３子ども達は授業内容を理解していましたか？ 

 

よく理解していた 14 82% 

どちらでもない 3 18% 

理解をしていなかった 0 0% 

   

  

＊どちらでもないの声 

   授業に集中出来ていない生徒がいた。 

 

はい 14 82% 

どちらでもない 3 18% 

いいえ 0 0% 



Ｑ４今後、この授業を教育現場に取り入れても良いと思われますか？ 

 

 

 

＊どちらでもないの声 

 子どもとの接し方が良くない場面があった。無理強いする場面があった。 

 ファシリテーターの技術が不足していた。 

Ｑ５訪問授業後、子供たちに変化はございましたか？ 

 

 

目標をもって一日をすごすことが大切だと意識する子が多くなったように思う 

家へ帰って家族と話したり、夢の絵を描いたりすることで夢について強く意識しているように感じます。  

夢に対してあいまいだった子も明確に夢を持つことができた 

 

自分の夢について話題がでることがあった。（みんなの前で）発表しようか迷って、結局できなかった子

が多かったようです。３，４年合同で行うことで発表することのはずかしさ、てれくささが勝ってしまったよ

うでした…。「来年があったら発表するわ！」と言っていた子がいました。  

夢をもつことって大変なんだと思えた。  

なかなか一度で大きく変化することは難しい。しかし成長する一つのきっかけになった思う。 

確認できていませんが、変化があったはずです。  

教育は、長いスパンで見ていくものです。形としては変化したと思います。 

＊どちらでもないの声 

 大きな変化を見て取るのは難しいが、ひとつのきっかけとなったという意見が多かった。 

取り入れていくべき 10 59% 

どちらでもない 7 41% 

取り入れるべきではない 0 0% 

あった 5 36% 

どちらでもない 8 57% 

なかった 1 7% 



Ｑ６当日の授業は子供たちにとって自信の芽生えにつながったと思われま

すか？ 

 

＊どちらでもないの声 

 当日の姿ではわからない子もいた。 

 今後繋がるはず。 

Ｑ７今回の我々の運動について自由にご意見をお聞かせください。 

キャリヤ教育を推進するにあたって、日本の子どもたちの一番の弱みとなっているのが自己理解で

す。自分はどんな長所があって何を目指すべきなのか、そのためにはどんな努力をする必要があるの

か、そこを学校教育で補う必要があると考えています。その助けになりました。  

積極的にかかわってください。応援しています。  

自分の夢について考えたり、友だちの夢について知ったりすることができたことで、子ども同士の距離

も近くなったのではないかと思います。進めてくださった３人の大学生の方や、後ろで見守っていてくだ

さった会議所のみなさんが拍手や言葉かけで暖かい雰囲気を作ってくださったことで、子どもたちが自

信を持って活動することができたのではないかと思います。ありがとうございました。  

今日は、パワフルで楽しい授業をしていただきありがとうございました。子ども達は、今の自分の夢を見

つめ、絵に表現することができました。これからも夢を持って何ごとも頑張っていけるように子ども達を

支援していきたいと思います。  

・教育の貢献ができるようにこれからもがんばってください。  

自分の夢を絵にかいている時、みんなとても楽しそうでした。ありがとうございました。夢なんてないも

んと言っていた子や夢を描くことを恥ずかしそうにしていた子も絵に表しているうちに自分に自信がもて

るようになったのかなと思いました。  

今後とも積極的に活動を進めてほしいと思う。  

青年会議所の方がたくさん来てくださって夢の発表をしたことを笑顔で拍手してくださったあの教室の

雰囲気がとてもよかったです。ありがとうございました。  

ありがとうございました。子どもたちは日々考え、学び、変化し、成長しています。今回の運動もその成

長の一つの助けとなったらいいと思います。  

はい 12 71% 

どちらでもない 5 29% 

いいえ 0 0% 



・教師だけでなく、たくさんの人から学ぶということはよいことだと思う。 ・自分の夢を追っている青年

や、夢がかなった人の話をきかせるというのも取り入れたらどうか。  

子どもたちも楽しそうに取り組んでおり、夢を友達に発表することもできて、子どもたちの素顔が見れた

気がしました。  

自己紹介の時の職業に子どもたちは非常に興味を示していました。  

この日の６時間目の図工で絵を描きましたが、どの子も静かに一生懸命取り組む姿が見れました。あ

りがとうございました。  

・一発物（自己満足で）終わらない。毎年の更新により精度の高いものへ。  

 

＊ひとづくりメモ 

 非常に高い評価を得たと考えます。 

 但し、子どもの変化はすぐわかるものではないので、今後ブラッシュアップしながら継続

してこの活動を展開していって欲しいというご意見をいただきました。 


